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一
 論文審査の結果の要旨
 小林東洋彦提出の学位論文は炭素数10,15および20からなるプレニル酸塩化物の分子内アシ
 ル化反応に関する研究であり,六章から成っている。
 第一章においてはテルペノイドの生合成と本研究との関連性について述べており,分子内アシル
 化反応が生合成類似の機構に基づいてテルペノイドを合成する際の有効な方法の一つになり得るこ
 とを予測している。
 第二章においてはモノテルペγの前駆体であるゲラニル酸塩化物の分子内アシル化反応の結果に
 ついて記述している。シス体からは期待通り容易に炭素一炭素形成反応が起るがトラyス体からは
 分子内アシル化反応によって生じた生成物が得られないことを見出しており,天然物合成を目的と
 したアシル化反応の一般的実験条件として,塩化第二スズが優れていることを見出している。
 第三章においてはセスキテルペγ合成を目的としてファルネシル酸塩化物の反応を検討し,2,3
 一シス体から好収率でビザボラン骨格に誘導し得ること,およびトラγスの場合にはゲルマクラン
 骨格が形成し難いことを見出している。
 第四章においては,ジテルベソの基本前駆体であるゲラニルゲラニル酸塩化物のアシル化反応を
 実験し,本反応により容易にかつ高収率で14員環セソブレン骨格が合成し得ることを発見してい
 る。セソブレン骨格をもつ天然物は自然界から多数単離されており,特異な生理活性を有するもの
 も少なくないが,この骨格を合成する方法として分子内アシル化反応が優れていると記している。
 事実センブレソ型天然物であるムク・一ル,セソプレンおよびネオセンブレンを効果的に合成してい
 る。センブレン骨格の可能な立体化学についても検討を加えており,CMRを駆使することにより
 一つのコノホメーショγのみが選択的に優先することを明らかにしている。
 第五章においてはシ・アリの道しるべフユ・モγであるネオセンブレソおよびその類似体の道し
 るべフユ・モγ活性を調べており,ネオセγプレγのみならず,その誘導体もフユ・モン活性を有
 することを見つけている。
 第六章は,本研究に関する詳細な実験結果の記述であり,本研究の際に開発された新手法につい
 ても記載している。
 本研究によって得られた知見は天然物有機化学に貢献する所多大であり,これは小林東洋彦が独
 立して研究活動を行なうために必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって小林
 東洋彦提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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